
いしかわ生活工芸ミュージアム 

企画展「和紙をつくる。和紙をつかう。」および企画展「孤高の陶芸家 九谷興子の仕事を見る」 

取材のお願い 

 

いしかわ生活工芸ミュージアムでは、令和 7 年 12 月 19 日（金）より、企画展「和紙をつくる。和紙をつか

う。」と「孤高の陶芸家 九谷興子の仕事を見る」を同時開催いたします。 

取材・報道関係の皆様におかれましては、ぜひ本展をご紹介いただきたく、取材をお待ちしております。 

工芸体験企画・企画展のご案内 主催：いしかわ生活工芸ミュージアム 

今回の工芸体験企画および企画展の資料掲載先 ※下記 HP 下部にチラシ PDF リンクあり 

＜https://www.ishikawa-densankan.jp/wp-content/uploads/2025/12/2025_和紙をつくる%E3%80%82 和紙

をつかう%E3%80%82_九谷興子.pdf＞ 

お問い合わせ及び取材申し込み先 

企画名 
① 和紙をつくる。和紙をつかう。 ② 孤高の陶芸家 九谷興子の仕事を見る 

会期 
2025 年 12 月 19 日（金）〜2026 年 3 月 9 日（月） 

9:00〜17:00（①②ともに最終日は 15:00 終了）※毎週木曜日、12/31〜1/3 は休館 

会場 
１Ｆ ギャラリー ２F 第４展示室 

入場料 
入場料：無料 大人（18 歳以上 260 円、65 歳以上 210 円) 

小人（17 歳以下 100 円）未就学児無料 

 

 

 

 

 

 

 

内容 

和紙は、楮や三椏などの植物繊維を丁寧に漉

き上げる、日本古来の紙です。天然素材なら

ではの強さとしなやかさを備え、千年以上前

の和紙が正倉院に残るほど保存性に優れてい

ます。石川県でも、加賀藩の庇護を受けて発

展した「加賀二俣和紙」、県産雁皮を用いる

「加賀雁皮紙」、能登の自然を活かした「能

登仁行和紙」など、土地ごとに特色ある和紙

が受け継がれてきました。本展では、石川に

根づく伝統技術を守り続ける和紙作家による

紙そのものの魅力に加え、和紙を活かしたア

ート作品や暮らしの小物もご紹介します。 

【関連イベント】 

・2/23（月・祝）「和紙を漉いて作るミニ屏風」 

九谷興子（1911–1998）は、造形と彩色を自ら

で行い、陶芸に独自の表現世界を切り拓いた作

家です。能美市根上中学校の講堂外壁を彩る陶

壁《太陽のこぼれる町》をはじめ、国内外で多

くの陶壁作品を制作し、スケールの大きな創作

に挑み続けました。本展では、陶のオブジェや

器に加え、油彩や着物など多彩な作品を一堂に

紹介します。制作の背景にあるエピソードや、

着想の源となった風景・伝承にも触れながら、

九谷興子の創造の軌跡をご覧いただきます。 

【関連イベント】 

・1/18（日）「上絵付け体験 興子人形をキャラ

デザインしよう！」 

令和 7 年 12 月 17 日 

（ 事 務 担 当 ） 

伝統産業振興室 本谷・早松 

TEL:076-225-1526（内 4467） 



いしかわ生活工芸ミュージアム（石川県立伝統産業工芸館） 

金沢市兼六町 1-1 ℡076-262-2020 

広報担当（弓場）E-mail：yuba@ishikawa-densankan.jp 






